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②理工学研究科海洋土木工学専攻院生■ち－びし

○執筆者紹介 ■皆村武一（みなむらたけいち）

①生年・出身地，②所属，③専門領域，④研究業績，⑤

奄美と関係した活動

の順番で掲載しております。

①1945年・鹿児島県

②法文学部経済,情報学科国際協力講座教授

③イタリアおよび日本経済の比較研究，伝統社会の研究，

奄美経済の研究

④著書

『奄美近代経済社会論』（晃洋書房，1988年）

「戦後日本の形成と発展」（日本経済評論社，1995年）

『戦後奄美経済社会論』（日本経済評論社，2003年）

■北村良介（きたむらＤようすけ）

①1947年・京都府

②工学部海洋土木工学科環境システムエ学講座教授

③地盤工学，不飽和土質力学，防災工学，火山工学

④１）小島尚人，北村良介，大林成行，伊代田尚志：衛

星リモートセンシングデータを導入したシラス自然斜

面の崩壊危険箇所評価精度の向上，土木学会論文報告

集，No.707/VI-55,ppl65-l76,２００２．６．

２）北村良介：降雨に伴う土砂災害に対する防災技術

の現状と将来展望，士と基礎，51-1,ｐｐ､22-25,2004.1.

3）北村良介：論説：火山工学の必要』性と課題，土木

学会誌，ＶＯＬ89,No.7,pｐ8-9,2004.7.

■山本－哉（やまもと力】ずや）

①1966年・鹿児島市

②法文学部経済情報学科国際協力講座助教授

③国際経済論，アジア経済論

④「韓国における銀行再編」鹿児島県地方自治研究所

「自治研かごしま」（No.78,2003.8）

「沖縄･奄美群島の物流と自立化」『島蝿地帯の県境を

越えた市町村合併に関する総合調査一奄美群島を事例

にして（平成15年度文部科学省科学研究補助金／基礎

研究(B)(2)／研究代表者：山田誠)」（2004年３月）
■中野裕二郎（なかのゆうじろう）

①1980年・京都府

②理工学研究科海洋土木工学専攻院生

③地盤工学，不飽和土質力学

④１）中野裕二郎，酒匂一成，荒木功平，北村良介：パ

イピング現象に関する微視的考察，第38回地盤工学研

究発表会，ｐｐ､1249-1250,2003.7.

2）北村良介，牛嶋國雄，中野裕二郎：水俣市宝川内

で採取した試料の土質試験結果について，平成15年度

自然災害西部地区部会･研究発表会，ｐｐ73-76,2004.2

３）中野裕二郎，酒匂一成，北村良介：シラスの保水

性に関する－考察，第39回地盤工学研究発表会，

ｐｐ､1225-1226,2004.7.

■米田憲市（よれだけんいち）

①1966年・神奈川県

②鹿児島大学法科大学院助教授

③法社会学

④「事件管理データベースから見る阪神・淡路大震災被

災者法律援助事業」「阪神･淡路大震災被災者法律援助

事業の特質」ともに『法律扶助事業への展望一阪神・

淡路大震災被災者法律援助事業の分析から－」法律扶

助協会兵庫県支部（ぎようせい）（2003年１月）所収

米田憲市「望是９１”ﾌ1君碧旱'１９１劃尋召」（｢企業法務の

転換点｣）（翻訳：升コヨ）'二１１証H1号署入国可司電『

ココヨ子』討てl亘(韓国法社会学会編「法社会学研窺｣｝

創刊号）（2002年12月）
■深見健一（ふかみけんいち）

①1981年・京都府

２５



○編集後記

■表紙写真は，前号に引き続きStephenCother先生（法文学部）よりご提供

いただいたものです。中央の大島海峡を挟んで，左右には，それぞれ加計呂

麻島の実入，西阿室の風景を入れました。

私事ですが，本誌編集のお手伝いをするようになり，少しずつではありま

すが，奄美に対する知識や関心が増してきています。１月の公開シンポジウ

ムで初めて奄美を訪れた時からは，想像もつかなかった変化です。

立て続けに来襲した台風16号･’8号によって，奄美を始め各地で甚大な被

害が出ました。胸が痛む思いです。被災された皆様の，－曰も早い復興を祈

念いたしております。（１）》■》曰轍「己
編集責任者萩野誠
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